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令和５年度第１２回平塚市農業委員会総会議事録 

 
開催日時  令和６年２月２２日（木）１０：００～１１：３０ 

開催場所  平塚市庁舎本館５階 ５１９会議室 

 

 

農業委員  会 長 松 木 会 長    １ 番 髙 𣘺 委 員     ２ 番 上 原 委 員 

３ 番 猪 俣 委 員   ５ 番 荒 川 委 員     ６ 番 荻野(の)委員 

７ 番 加 藤 委 員   ８ 番 髙 橋 委 員     ９ 番 小 宮 委 員 

１０番 松 井 委 員   １１番 荻野(た )委員     １２番 中戸川委員 

 １３番 横 山 委 員   １４番 笹 尾 委 員 

 

傍聴人等  傍聴人 ０人 

 

  事 務 局  西山局長   細谷局長代理   杉山主事 

 

  報告事項 

（１）農地造成の届出について 

（２）農地法第１８条第６項の規定による通知について 

（３）農地法第３条の３の規定による届出について 

（４）農地法第４条第１項第７号の規定による届出について 

（５）農地法第５条第１項第６号の規定による届出について 

（６）非農地証明について 

 

  議  事 

議案第６７号  農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第６８号  農地法第３条第１項の適用を受ける買受適格証明願いに関する適格者の証明に 

ついて 

議案第６９号  農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第７０号  農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第７１号  農地法第５条第１項の適用を受ける買受適格証明願いに関する適格者の証明に 

        ついて 

議案第７２号  相続税の納税猶予に関する適格者の証明について 

議案第７３号  引き続き特定貸付を行っている旨の証明について 

議案第７４号  相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認について 

議案第７５号  新規就農者に対する農家資格の認定について 

議案第７６号  農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について 
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＜報告事項＞ 

（１）農地造成の届出について 

 

事 務 局  議案書のとおり、１件の届出について、土地の所在地の一部と着工及び完了年月日と盛土高 

を報告。 

 

（２）農地法第１８条第６項の規定による通知について 

 

事 務 局  議案書のとおり、５件の通知について、土地の所在地の一部と解約成立日、土地引渡日、 

解約事由を報告。 

 

（３）農地法第３条の３の規定による届出について 

 

事 務 局  議案書のとおり、１４件の届出について、土地の所在地の一部と相続開始年月日を報告。 

 

（４）農地法第４条第１項第７号の規定による届出について 

 

事 務 局  議案書のとおり、１０件の届出について、土地の所在の一部と申請事由を報告。 

 

（５）農地法第５条第１項第６号の規定による届出について 

 

事 務 局  議案書のとおり、９件の届出について、土地の所在の一部と用途を報告。 

 

（６）非農地証明について 

 

事 務 局  議案書のとおり、１件の非農地証明について、土地の所在の一部と利用状況を報告。 
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議案第６７号 農地法第３条の規定による許可申請について 
 
議  長  農地法第３条の規定による許可申請９件について、事務局に説明を求める。 

 

（１番案件） 

事 務 局  １番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

平塚市立豊田公民館から南西へ約２２０ｍ行ったところに位置 

全て農振白地 

【経営地】 

経営面積 ５７８．００㎡ 

 畑・・・約６畝 

取得後経営面積 ５７８．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （５０代）農業専従 

配偶者 （５０代）兼業 

子   （２０代）兼業 

【主要農機具】 

  

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  申請地は適切に管理されている。譲受人はきちんと耕作しており、特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      １番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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 （２番案件） 

事 務 局  ２番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

市立金目小学校五領ヶ台分校から北西へ約４００ｍ行ったところに位置 

農振白地 

【経営地】 

経営面積 ５０４．００㎡ 

 畑・・・約５畝 

取得後経営面積 ７４２．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （３０代）兼業 

配偶者 （３０代）兼業 

【主要農機具】 

 耕運機１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  譲受人は申請地の横に農地を持っており、家庭菜園的な使い方をしている。申請地は農地と

してきちんと管理されており、特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ２番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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（３番案件） 

事 務 局  ３番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

市立豊田小学校から南東へ約１６０ｍ行ったところに位置 

全て農振農用地 

【経営地】 

経営面積 ３７，５４７．００㎡ 

 田・・・約３町５反５畝 

畑・・・約２反 

取得後経営面積 ３８，５６８．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （８０代）農業専従 

配偶者 （８０代）兼業 

子   （５０代）農業専従 

【主要農機具】 

 トラクター１、田植機１、コンバイン１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  申請地は田として管理されている。譲受人はきちんと営農しており、特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ３番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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（４番案件） 

事 務 局  ４番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

伊勢原藤沢線「大島」信号から北東へ約４１０ｍ行ったところに位置 

全て農振農用地 

【経営地】 

経営面積 １３，５４７．００㎡ 

 田・・・約９反２畝 

 畑・・・約４反３畝 

取得後経営面積 １９，６１６．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （５０代）農業専従 

配偶者 （４０代）農業専従 

親   （７０代）農業専従 

【主要農機具】 

 トラクター１、田植機１、コンバイン１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  譲受人は申請地の隣に温室を持っており、ミニトマトを栽培している。隣接地を取得するこ

とで規模を拡大したいとのこと。ミニトマトの他にも種無しピーマンや水稲をやっており、特

に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ４番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 

 

 

 

 

 

 

 



7 

（５番案件） 

事 務 局  ５番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

市立金目中学校から北東へ５０ｍから５５０ｍ行ったところに位置 

全て農振農用地 

【経営地】 

経営面積 ７，１４７．００㎡ 

 田・・・約６反５畝 

 畑・・・約５畝 

取得後経営面積 １４，８１７．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （６０代）農業専従 

配偶者 （６０代）兼業 

子   （３０代）兼業 

【主要農機具】 

 トラクター２、耕運機４、田植機１、コンバイン２ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  譲受人は移住してきた人で、自然農法を中心に規模を拡大している。大きく分けて市内に２

か所ほど農地を持っている。申請地は農地として管理されており、特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

A 委 員  自然農法とは具体的に何か。 

 

地元委員  譲受人については燻炭を肥料として使いながら営農しているようだ。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ５番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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（６番、７番案件） ※申請地が隣地で譲受人も同じことから一括で審議した 

事 務 局  ６番、７番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

王御住グラウンドから南東へ３８０ｍから４４０ｍ行ったところに位置 

全て農振農用地 

【経営地】 

経営面積 ４６，４５２．００㎡ 

 田・・・約３町５反３畝 

 畑・・・約１町１反１畝 

取得後経営面積 ５１，８２２．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人 （１０代）学生 

父  （５０代）農業専従 

母  （４０代）兼業 

祖父 （８０代）農業専従 

祖母 （８０代）兼業 

【主要農機具】 

 トラクター３、耕運機１、田植機２、コンバイン１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について事務局及び地元委員に意見を求める。 

 

 事 務 局  本案件について、申請地は現在、市民農園として利用されており、その所有者は相続で土地を

取得したものの、営農していない状況。今後は園主を変更し、引き続き市民農園として利用す

るにあたって所有権移転を行うために、本申請が出されている。 

 

地元委員  申請地について現況は畑として使われており、現在も市民農園として利用されている状況。

３月末に一度閉園するようだが、譲受人によって引き続き市民農園として利用されるとのこ

と。譲受人は水稲を中心にきちんと営農しており、特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ６番、７番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、

許可ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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（８番案件） 

事 務 局  ８番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 農地遺贈のため 

（譲受人） 

農地遺贈のため 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

市立横内中学校から北へ約６０ｍ行ったところに位置 

全て農振白地 

【経営地】 

経営面積 １，７０３．０３㎡ 

 田・・・約１反５畝 

 畑・・・約２畝 

取得後経営面積 ２，５３０．０３㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （７０代）農業専従 

配偶者 （７０代）農業専従 

【主要農機具】 

 トラクター１、田植機１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  申請地は農地として管理されており、譲受人はきちんと営農している。特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ８番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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（９番案件） 

事 務 局  ９番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【申請理由】 

（譲渡人） 

 耕作ができない 

（譲受人） 

規模拡大 

【権利】 

所有権移転 

【位置及び農地区分】 

平塚市びわ青少年の家から西へ２００ｍから３５０ｍ行ったところに位置 

全て農振白地 

【経営地】 

経営面積 ５，０３５．００㎡ 

 田・・・約１反 

 畑・・・約５反 

取得後経営面積 １０，４０７．００㎡ 

【農業従事者内】 

本人  （３０代）農業専従 

【主要農機具】 

 トラクター１、田植機１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況と譲受人の営農状況について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  譲受人は申請地を借りて耕作しており、所有者に育苗ハウスを建てたいと相談したところ、。

ハウスを建築するのであれば土地を買ってほしいと所有者より言われた関係で、この売買の

話がまとまったとのこと。申請地及び譲受人の営農状況について、特に問題はない。 

 

議  長  地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ９番案件は農業委員会会長権限である。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可

ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可 
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議案第６８号 農地法第３条第１項の適用を受ける買受適格証明願いに関する適格者の証明 

について 
 

議  長  農地法第３条第１項の適用を受ける買受適格証明願いに関する適格者の証明２件について、事

務局に説明を求める。 

 

（１番案件） 

事 務 局  １番案件について、議案書及び次のとおり説明 

      【申請理由】 

       規模拡大（公売） 

      【権利】 

       所有権移転 

【位置及び農地区分】 

城島市民センターから南西へ約３００ｍ行ったところに位置 

農振白地 

【経営地】 

 経営面積 １４，８１２．００㎡ 

  畑・・・約１町７反８畝 

取得後経営面積 １５，１８４．００㎡ 

【農業従事者内訳】 

本人 （８０代）農業専従  

社員 （５０代）農業専従 

社員 （８０代）農業専従 

社員 （７０代）農業専従 

【主要農機具】 

 耕運機２ ※リース 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況について地元委員から、譲受人の営農状況について事務局に意見を求める。 

 

地元委員  申請地は競売にかけられており、取得するには農業委員会で発行する買受適格証明書が必要

である。現況はハウスの骨組が残されており、野菜が育てられていた。申請人は農地所有適格

法人であり、所有している農地は草刈りがされており管理されている状況。申請地も経営地も

特に問題はない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      １番案件は、農業委員会会長権限であり、農地法第３条第２項各号には該当しないため、証明

書を発行することに異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒証明書発行 
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（２番案件） 

事 務 局  ２番案件について、議案書及び次のとおり説明 

      【申請理由】 

       規模拡大（公売） 

      【権利】 

       所有権移転 

【位置及び農地区分】 

城島市民センターから南西へ約３００ｍ行ったところに位置 

農振白地 

【経営地】 

 経営面積 ５７８．００㎡ 

  畑・・・約５反７畝 

取得後経営面積 ９５０．００㎡ 

【農業従事者内訳】 

本人 （２０代）農業専従  

親  （４０代）農業専従 

兄妹 （２０代）農業専従 

【主要農機具】 

 トラクター１、田植機１、コンバイン１ 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

       申請地の状況について地元委員から、譲受人の営農状況について事務局に意見を求める。 

 

地元委員  申請地は１番案件と同じ場所であり、最高入札者が落札することになっている。申請人は家

族で営農をしている。農機具も持っており、申請地も経営地も特に問題はない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ２番案件は、農業委員会会長権限であり、農地法第３条第２項各号には該当しないため、証明

書を発行することに異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒証明書発行 
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議案第６９号 農地法第４条の規定による許可申請について 

 

議  長  農地法第４条の規定による許可申請１件について、事務局に説明を求める。 

 

（１番案件） 

事 務 局  １番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【転用目的】 

  貸駐車場 

【申請地】 

 市立みずほ小学校から南へ約２８０ｍ行ったところに位置 

【立地基準】  

農地区分・・・第３種農地 

【理由及び近隣状況】  

 岡村内科医院から南へ２３０ｍ、金目歯科医院から北西へ２２０ｍ、前面に水管、下水管が

埋設された建築基準法第４２条指定道路（北金目２２号線）がある状況。 

東側は雑種地、西側は農地、南側は宅地・道路、北側は雑種地。 

【利用計画】 

 出入口は南側道路からの計画。 

 隣地境界部分は新設 CB 積とフェンスを設置。 

雨水は自然浸透式。 

水利土木組合長及び隣接農地所有者の同意済み。 

不動産会社から貸駐車場としての要望があり。 

【申請理由】 

  申請人は不動産会社から駐車場敷地として要望を受け、申請地が適地として転用申請す

るもの。 

  

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る｡ 

１番案件について地元委員に求める。 

 

地元委員  申請地は農業として利用するには難しい土地である。近隣は住宅地に囲まれている土地であ

り、駐車場への転用はやむを得ない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      １番案件は、県知事権限のため、許可相当ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可相当（意見を付して県知事へ進達） 
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議案第７０号 農地法第５条の規定による許可申請について 
 
議  長  農地法第５条の規定による許可申請２件について、事務局に説明を求める。 

  
（１番案件） 

事 務 局  １番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【転用目的】 

  農地造成（一時転用） 

【権利】 

  使用貸借権設定 

【申請地】 

平塚市西郵便局から東へ１５０ｍから２００ｍ行ったところに位置 

【立地基準】  

農地区分・・・農振農用地 

【理由及び近隣状況】 

農地造成のための一時転用。 

東側は水路、西側は道路、南側は農地及び道路、北側は農地。 

【利用計画】 

スプレー菊栽培のため田から畑への農地造成。 

土量は全体で３６６８㎡。 

水利土木組合長及び隣接農地所有者の同意済み。 

【申請理由】 

  申請地は近隣の農地と比較すると土地の高さが低い。今後、菊の栽培をしたいと考えてい

るが、水が浸透してきてしまうと菊の栽培が困難になるため、農地造成をして畑として使用

できるようにしたく、一時転用するもの。造成後の菊の栽培については使用貸借契約の元、

全て譲渡人が法人として行う計画。 

  

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る｡ 

１番案件について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  申請地はもともと水田として使われていた。譲受人はスプレー菊を栽培しており、規模拡大

しているところだ。ハウスを建てるための造成とのことで、特に問題はない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  他に質問がないようなので、これより採決に入る。 

      １番案件は、県知事権限のため、許可相当ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可相当（意見を付して県知事へ進達） 
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（２番案件） 

事 務 局  ２番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【転用目的】 

  資材置場 

【権利】 

  所有権移転 

【申請地】 

社会福祉法人進和学園しんわルネッサンスから南西へ約３９０ｍ行ったところに位置 

【立地基準】 

農地区分・・・第２種農地 

【理由及び近隣状況】 

１０ha 未満の一団の農地。 

東側は道路、西側は水路及び雑種地、南側は雑種地及び道路、北側は水路。 

【利用計画】 

出口は南側道路からの計画。 

隣接境界部分は土留鋼板。 

敷地全面砂利敷き。 

雨水は自然浸透処理。 

【申請理由】 

  譲受人は建築業、不動産業を行っており、一戸建て建築を展開している。現在、建築資材

等は下請業者やメーカーに預かってもらっている。建築資材、工事代金等が高騰しており自

社で資材確保及び管理を行おうと考えている。申請地は適地として転用申請するもの。 

 

 本案件について、昨年に譲渡人が買受適格証明を取得し３条で購入したものの、思うよう営

農ができないことから転用したいと考え、本申請に至った経緯を説明。合わせて、３年３作

が撤廃されたので転用できた旨も説明。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る｡ 

２番案件について地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  ３条で取得した土地を１年で転用することが農地法可能であるのであれば、特に問題はない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

B 委 員  近隣の農地はどうなっているのか。 

 

事 務 局  とある法人が持っており、特に問題はない。 

 

議  長  他に質問がないようなので、これより採決に入る。 

      １番案件は、県知事権限のため、許可相当ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒許可相当（意見を付して県知事へ進達） 
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議案第７１号 農地法第５条第１項の適用を受ける買受適格証明願いに関する適格者の証明 

について 

 

議  長  農地法第５条第１項の適用を受ける買受適格証明願いに関する適格者の証明２件について、 

事務局に説明を求める。 

 

（１番案件） 

事 務 局  １番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【転用目的】 

  特定建築条件付売買予定地 

【権利】 

  所有権移転 

【申請地】 

城島市民窓口センターから南西へ約３００ｍ行ったところに位置 

【立地基準】  

農地区分・・・第３種農地 

【理由及び近隣状況】 

北東へ約３００ｍ行ったところに市役所の支所機能を持つ城島市民窓口センターがある状 

況。 

東側は道路、西側は水路及び道路、南側は水路及び道路、北側は宅地 

【利用計画】 

８区画に宅地分譲 

水利組合長の同意済み。 

落札後、開発指導課に開発手続予定。 

【申請理由】 

申請人は平塚周辺で分譲用地を考えていたところ、競売になっていたので落札して開発

分譲を行いたく、５条による買受適格証明の申請をするもの。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る｡ 

１番案件について地元委員の意見を事務局に求める。 

 

事 務 局  １番案件に関して、開発を含む申請となっている。前面には水路が流れているので、被害が

ないようお願いした。申請地は先ほどの買受適格証明と同じの場所である。転用はやむを得

ない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

C 委 員  ３条の譲受人とはどういった関係なのか。 

 

事 務 局  別々の申請であり、全く関係はない。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      １番案件は、県知事権限のため、証明書発行相当ということで委員に諮り、異議がないか問

う。 

 

委  員  異議なし。 
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結  果  異議なしで議決される。⇒証明書発行相当（意見を付して県知事へ進達） 
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（２番案件） 

事 務 局  ２番案件について、議案書及び次のとおり説明。 

【転用目的】 

  特定建築条件付売買予定地 

【権利】 

  所有権移転 

【申請地】 

城島市民窓口センターから南西へ約３００ｍ行ったところに位置 

【立地基準】  

農地区分・・・第３種農地 

【理由及び近隣状況】 

北東へ約３００ｍ行ったところに市役所の支所機能を持つ城島市民窓口センターがある状 

況。 

東側は道路、西側は水路及び道路、南側は水路及び道路、北側は宅地 

【利用計画】 

７区画に宅地分譲 

水利組合長の同意済み。 

落札後、開発指導課に開発手続予定。 

【申請理由】 

申請人は関東圏を中心に不動産業を行っており、活動地域内で宅地分譲に適している土

地を探していたところ、競売物件があった・面積等の条件が宅地分譲に合致していたため、

５条による買受適格証明の申請をするもの。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る｡ 

２番案件について地元委員の意見を事務局に求める。 

 

事 務 局  ２番案件についても開発を含む申請となっている。前面には水路が流れているので、被害が

ないようお願いした。申請地は先ほどの買受適格証明と同じの場所である。転用はやむを得

ない。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      ２番案件は、県知事権限のため、証明書発行相当ということで委員に諮り、異議がないか問

う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒証明書発行相当（意見を付して県知事へ進達） 
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議案第７２号 相続税の納税猶予に関する適格者の証明について 

 

議  長  相続税の納税猶予に関する適格者の証明、４件の証明願について、事務局に説明を求める。 

 

事 務 局  議案書及び説明文のとおり、相続人及び農地の概要について説明。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

１番から４番案件について特に問題がない限り一括審議とすることを問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

議  長  一括審議を決定し、地元委員に意見を求める。 

 

（１番から４番案件） 

 

議  長  地元委員に意見を求める。 

 

地元委員Ａ   １番案件について、ネギや白菜が栽培されていた。子ども夫婦と一緒に営農しており、水

田も含めてきれいに管理されていた。 

４番案件について、生産緑地が含まれた田畑で問題なく生産されており、自宅前にて無人

販売を行っていた旨も報告。 

 

地元委員Ｂ   ２番案件について、問題なく耕作がされていたことを報告。 

 

地元委員Ｃ   ３番案件について、水田と畑をやっており、畑では施設園芸で春と秋にはきゅうりを栽 

培しているようだ。きれいに耕作されていたことを報告。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      本案件は地元委員による綿密なる調査が行われている。証明書を発行することに異議がない

か問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  １番案件から４番案件について異議なしで議決される。⇒ 証明書発行 
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議案第７３号 引き続き特定貸付を行っている旨の証明について 

 

議  長  事務局に１件の証明願について説明を求める。 

 

事 務 局  議案書及び説明文のとおり、相続人と借受人と特定貸付農地の概要について説明。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

 

（１番案件） 

 

地元委員  法人が水田として耕作していた。適正に管理されていたことを報告する。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      本案件は地元委員による綿密なる調査が行われている。証明書を発行することに異議がない

か問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  １番案件について異議なしで議決される。⇒  証明書発行 
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議案第７４号 相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認について 

 

議  長  相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認、１件について、事務局に説明を求め

る。 

 

事 務 局  議案書及び説明文のとおり、相続人及び農地の概要について説明。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

 

（１番案件） 

 

議  長  地元委員に意見を求める。 

 

 地元委員  今まではハウスでトマトを栽培していたが、現在は代替わりをして春菊を育てている。一部

の農地では、自家用の野菜が栽培されており、きちんと管理がされ問題がないことを報告。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      本案件は地元委員による綿密なる調査が行われている。証明書を発行することに異議がない

か問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  １番案件について異議なしで議決される。⇒ 確認書発行 
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議案第７５号 新規就農者に対する農家資格の認定について 

 

議  長  新規就農者に対する農家資格の認定、２件について、事務局より説明を求める。 

 

事 務 局  議案書及び説明文のとおり、新規就農者について説明。 

 

議  長  説明が終了したので、これより審議に入る。 

 

（１番案件） 

 

議  長  地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  新規就農者について、桃の栽培がやりたいと他県で研修をしていた。借りている土地には既

に苗木が植えてある状況。桃の栽培は水はけの良いところが適地だが、両側は田んぼになって

おり、あまり高低差がない。一生懸命やるとのことで成功するのかどうか少々不安は残るが、

特に問題のないことを報告する。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

Ｄ 委 員  暗渠は入っているのか。 

 

地元委員  昔は入っていたが、現在は入っていない状況。よって、水はけが悪い。 

 

Ｅ 委 員  これは意見だが、近隣が田んぼになっていることから、農薬のドリフトについて気を付けた

方がよい。予算はかかるが防薬ネット等を使用することを勧める。 

合わせて、果樹はカラス等にやられやすいので鳥対策もやった方がよい。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      申請者の農家資格を認定することに異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

議  長  異議なしで議決される。⇒ 農家資格認定 ⇒ 認定証発行 
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（２番案件） 

 

議  長  地元委員に意見を求める。 

 

地元委員  新規就農者について、他市で有機野菜の栽培について２年間研修を受けていた。以前は食品

会社で働いており、配偶者の仕事の関係で平塚市に引っ越してきた。露地野菜を主に化学肥料

を使わない営農を行う計画。夏野菜を中心に苗場を作っていた。やる気は十分あるものの、多

品種経営に少々不安はあるが、特に問題のないことを報告する。 

 

議  長  事務局の説明及び地元委員の意見を踏まえて、質問があるか問う。 

 

Ｆ 委 員  新規就農者は市内在住といっても距離がある。作業場はどうするのか。 

 

地元委員  一旦は自宅で作業するとのこと。ただ、近くを借りようとしており、そこでハウスを作って作 

業場にしようと考えているようだ。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      申請者の農家資格を認定することに異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

議  長  異議なしで議決される。⇒ 農家資格認定 ⇒ 認定証発行 
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議案第７６号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について 

 

議  長  農用地利用集積計画、１２件について、事務局に説明を求める。 

 

事 務 局  新規案件について議案書のとおり、利用権の設定を受ける者、利用権を設定する者、契約期

間、権利の種類を説明。 

なお、本案件については農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしている旨

も報告。 

 

議  長  事務局の説明を踏まえて、質問があるか問う。 

 

議  長  質問がないようなので、これより採決に入る。 

      本案件は承認ということで委員に諮り、異議がないか問う。 

 

委  員  異議なし。 

 

結  果  異議なしで議決される。⇒承認 

  

 

  

  以上をもって閉会する。 

（１１時３０分 閉会） 

 

 

以上の会議の顛末を記載し、確認したため署名いたします。 

 


